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し
て
い
る
）を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
横
浜
市
内
の
登
校
拒

否
児
の
「
ス
ペ
ー
ス
」
で
、
イ
リ

イ
チ
の
読
書
会
を
や
っ
た
り
し
ま

し
た
。

イ
リ
イ
チ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司

祭
で
、
米
国
の
プ
エ
ル
ト
・
リ
コ

で
、
貧
困
の
中
の
子
ど
も
た
ち
の

教
育
を
実
践
し
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
作
り
を
し
て
い
た
と
き
、
小
学

校
の
教
員
で
あ
っ
た
エ
ヴ
ェ
レ
ッ

ト
・
ラ
イ
マ
ー
と
出
会
い
、
長
い

30
年
以
上
に
わ
た
り
、
２
０
０

４
年
ま
で
神
奈
川
の
公
立
高
校
で

社
会
科
教
員
を
や
っ
て
き
ま
し

た
。
20
代
で
初
め
て
ク
ラ
ス
担
任

に
な
っ
た
と
き
、
５
月
の
連
休
明

け
に
家
出
を
し
、
そ
の
ま
ま
学
校

へ
来
な
く
な
っ
た
生
徒
が
学
校
を

退
学
し
ま
し
た
。
彼
は
い
わ
ゆ

る
「
不
本
意
入
学
」
で
、
地
域
で

は
人
気
の
あ
る
こ
の
高
校
で
は
な

く
、
ほ
ん
と
う
は
専
門
学
校
へ
行

き
た
か
っ
た
の
で
し
た
。親
の「
と

に
か
く
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
考

え
れ
ば
い
い
」
と
い
う
考
え
に
抗

し
き
れ
ず
、「
と
り
あ
え
ず
進
学
」

し
た
の
で
す
。
し
か
し
、
は
じ
め

の
思
い
と
違
う
高
校
の
現
実
に
退

学
の
道
を
選
ん
だ
の
で
し
た
。

こ
の
出
来
事
を
き
っ
か
け
に
、

当
時
は
ま
だ
言
葉
も
よ
く
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
「
登
校
拒
否
」
に

関
心
を
持
ち
、
文
部
省
（
当
時
）

主
催
の
「
教
育
相
談
」
研
修
ま
で

受
け
て
、
問
題
に
対
処
し
よ
う
と

考
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大

学
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
先
輩
で
、「
登
校

拒
否
生
徒
の
た
め
の
学
級
」（
横

浜
市
の
中
学
で
こ
の
「
相
談
指
導

学
級
」
は
、
通
称
「
永
田
学
級
」

と
よ
ば
れ
た
。）
を
日
本
で
初
め

て
開
い
た
永
田
實
先
生
に
出
会
っ

て
、
Ｉ
．
イ
リ
イ
チ
の
「
非
学
校

化
論
」（
日
本
で
は
は
じ
め
の
翻

訳
の
時
『
脱
学
校
の
社
会
』
と
訳

さ
れ
た
た
め
、
こ
の
用
語
が
定
着

こ
の
問
題
提
起
は
、
大
き
な
議

論
を
巻
き
起
こ
し
ま
す
。
い
ま
で

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ル
デ
ユ
ー
の

『
再
生
産
』（
邦
訳
は
１
９
９
１
年

藤
原
書
店
。「
教
育
は
階
級
の
再

生
産
の
た
め
の
装
置
で
あ
り
、
象

徴
的
に
暴
力
で
あ
る
。」）
の
議
論

な
ど
と
あ
い
ま
っ
て
教
育
学
、
教

育
社
会
学
な
ど
の
分
野
で
「
近
代

学
校
シ
ス
テ
ム
の
克
服
」
と
い
う

問
題
は
避
け
ら
れ
な
い
大
き
な

テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
約
半
世
紀
、「
登

校
拒
否
」（
現
在
で
は
森
田
洋
司

著
『「
不
登
校
」
現
象
の
社
会
学
』

学
文
社
１
９
９
１
年
）
以
来
「
不

登
校
」
と
い
う
語
が
定
着
）
問
題

は
好
転
す
る
ど
こ
ろ
か
、
特
に
中

学
・
高
校
で
の
「
不
登
校
」
か
ら

高
校
中
退
へ
、
と
い
う
流
れ
は
解

消
せ
ず
、
つ
い
に
文
科
省
は
先
ご

ろ
「
不
登
校
生
徒
の
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
や
ス
ペ
ー
ス
」
に
財
政
的

な
支
援
を
す
る
と
発
表
し
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
先
進
国
に

共
通
の
問
題
で
、
ア
メ
リ
カ
で

は
公
立
学
校
か
ら
の
離
脱
者
が

５
０
０
万
人
を
超
え
る
と
い
う
数

字
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
状
況
に
「
い
じ
め
」
問
題

や
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
を
め
ぐ
る

子
ど
も
の
暴
力
事
件
（
し
ば
し
ば

死
に
い
た
る
）
が
、
追
い
打
ち
を

掛
け
ま
し
た
。（
こ
の
点
に
つ
い

て
『
カ
タ
ル
シ
ス
と
し
て
の
ユ
ー

モ
ア
―
―
い
じ
め
状
況
か
ら
共
生

の
祝
祭
へ
』
を
講
座
『
現
代
キ
リ

ス
ト
教
倫
理
』
第
３
巻
「
日
本
に

生
き
る
」〔
日
本
基
督
教
団
出
版

局
１
９
９
９
年
〕
に
書
き
ま
し

た
。）いま

、
残
念
な
が
ら
問
題
は
よ

り
深
刻
化
し
た
形
で
学
校
の
内
外

に
「
子
ど
も
の
貧
困
」
と
い
う
現

象
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
教

育
内
在
的
な
こ
れ
ら
の
問
題
に
、

多
く
の
方
々
に
関
心
を
も
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
第
一
歩
と
思
い
ま

す
。

�

（
農
村
伝
道
神
学
校
講
師
）

討
議
の
末
、「
学
校
教
育
に
よ
る

貧
困
の
克
服
」
と
い
う
問
題
の
立

て
方
に
疑
問
を
も
つ
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。（
イ
リ
イ
チ
の
「
非

学
校
化
論
」
に
つ
い
て
は
『
キ
リ

ス
ト
教
教
育
事
典
』
日
本
基
督
教

団
出
版
局
、
２
０
１
０
年
に
書

き
ま
し
た
の
で
参
照
し
て
下
さ

い
。）
学
校
と
い
う
シ
ス
テ
ム
そ

の
も
の
が
、
世
界
の
半
分
を
超
え

る
（
１
９
７
０
年
代
）
発
展
途
上

国
を
中
心
と
す
る
学
校
へ
行
か
れ

な
い
子
ど
も
た
ち
と
学
校
（
か
ら

さ
ら
に
大
学
ま
で
）
を
経
験
し
た

子
ど
も
た
ち
と
の
間
に
越
え
が
た

い
ギ
ャ
ッ
プ
を
作
り
、
学
校
に
行

か
れ
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
、

大
き
な
不
全
感
を
植
え
付
け
る
役

割
を
果
た
し
て
い
る
、
と
き
づ
い

た
の
で
す
。
そ
し
て
、「
近
代
化
」

に
伴
っ
て
成
立
し
た
「
学
校
」
シ

ス
テ
ム
の
終
わ
り
を
告
げ
ま
し

た
。 「

登
校
拒
否
」か
ら「
子
ど
も
の
貧
困
」へ

�

関
東
運
営
委
員
　
　
　
　
　
　

�

武
田
　
利
邦
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関
東
活
動
セ
ン
タ
ー
新
規
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
分
か
り
づ
ら
い
聖
書
朗
読
、

聞
き
取
り
に
く
い
説
教
…
…
。
礼

拝
で
『
こ
と
ば
』
を
語
る
た
め

に
、
私
た
ち
は
ど
れ
く
ら
い
心
を

配
り
、
備
え
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
礼
拝
に
ふ
さ
わ
し
い
声
と
言

葉
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
、
見
違
え
る
ほ
ど
変
わ
っ

て
行
き
ま
す
。
神
さ
ま
か
ら
い
た

だ
い
た
道
具
で
あ
る
声
を
、
ご
一

緒
に
鍛
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

以
上
の
よ
う
な
呼
び
か
け
を

も
っ
て
、
関
東
活
動
セ
ン
タ
ー
新

規
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、「
礼
拝

の
た
め
の
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」
が
始
ま
り
ま
す
。
牧
師
だ
け

で
な
く
、
司
式
や
聖
書
朗
読
な
ど

の
礼
拝
奉
仕
者
の
た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。
講
師
は
、
声
優
で
、

ラ
ジ
オ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
な

ど
も
し
て
来
ら
れ
た
友
野
富
美
子

さ
ん
。
日
本
聖
書
神
学
校
を
卒
業

し
た
牧
師
で
も
あ
り
ま
す
。
発
声

発
語
訓
練
に
始
ま
り
、聖
書
朗
読
、

説
教
の
発
声
訓
練
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。

日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
館
が
耐
震

改
修
工
事
中
で
す
の
で
、
日
本
聖

書
神
学
校
キ
リ
ス
ト
教
研
究
所
の

協
力
を
得
て
、
目
白
に
あ
る
日
本

聖
書
神
学
校
を
会
場
に
、
連
続
５

回
シ
リ
ー
ズ
で
行
わ
れ
ま
す
。
費

用
は
、
こ
の
類
の
も
の
と
し
て
は

破
格
の
３
０
０
０
円（
全
５
回
分
）

で
す
。
ど
う
ぞ
ど
な
た
で
も
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
戒
能
信

生
）日

時　

２
０
１
５
年
９
月
28

日
、
10
月
５
日
、
12
日
、
19
日
、

26
日
（
い
ず
れ
も
月
曜
日
、
午
後

３
時
か
ら
５
時
）

私
た
ち
は
突
然
、
家
族
や
知
人

の
死
の
現
実
と
向
き
合
わ
な
い
と

い
け
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
突
然
の
時
の
た
め
に
、
葬
儀

や
墓
に
つ
い
て
、
熟
考
す
る
機
会

を
持
っ
て
お
く
こ
と
は
必
然
の
こ

と
で
あ
る
。
近
年
の
社
会
的
風
潮

と
し
て
、
葬
送
儀
礼
を
簡
略
化
し

よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
り
、
葬
式

を
行
わ
な
い
「
直
葬
」
や
、
近
親

者
の
み
で
執
り
行
う
「
家
族
葬
」

が
増
え
て
い
る
。
時
代
と
と
も
に

葬
送
儀
礼
の
形
が
変
わ
る
の
は
当

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活
動
セ
ン
タ
ー

然
の
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
単
に
商
業
ベ
ー
ス
に
乗
せ
ら

れ
て
葬
送
儀
礼
を
執
り
行
う
の
で

は
な
く
、
葬
送
儀
礼
の
本
来
の
あ

り
方
に
立
ち
返
り
、
葬
儀
や
墓
は

何
の
た
め
に
あ
る
の
か
を
考
え
る

機
会
と
な
っ
た
。

塚
本
牧
師
、
池
口
住
職
と
い
う

宗
教
者
か
ら
の
現
場
で
の
体
験
を

ふ
ま
え
た
現
状
分
析
と
将
来
へ
の

提
言
は
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
か
っ

た
。
参
加
者
が
葬
儀
や
墓
と
は
何

か
を
根
本
的
な
意
義
に
立
ち
返
っ

て
熟
考
し
、
自
ら
の
問
題
と
し
て

現
実
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き

た
。は

な
し
あ
い
の
時
で
は
、
宗
教

者
、
葬
儀
社
に
勤
務
す
る
方
や
医

師
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
い
ら
っ

し
ゃ
り
、
意
見
交
換
が
で
き
た
こ

と
も
実
り
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

こ
れ
ま
で
に
は
類
を
見
な
い
で
あ

ろ
う
こ
の
テ
ー
マ
で
の
二
つ
の
宗

教
の
立
場
か
ら
の
提
言
と
い
う
形

も
良
か
っ
た
。
喪
失
の
悲
し
み
の

中
で
は
冷
静
に
は
考
え
ら
れ
な
い

問
題
だ
か
ら
こ
そ
、
日
常
的
に
葬

儀
や
墓
の
こ
と
を
家
族
や
知
人
と

話
し
合
っ
て
お
き
た
い
も
の
で
あ

る
。

 
●
関
東
フ
ォ
ー
ラ
ム　

宗
教
対
話
Ⅱ

 

「
礼
拝
の
た
め
の
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
　

『
こ
と
ば
』
を
届
け
る
た
め
に
」

 

●
２
０
１
４
年
度 

修
学
院
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
福
祉
」
第
３
回

 

「「
葬
儀
と
墓
」
は
誰
の
た
め
に
、
何
の
た
め
に

　
～
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
立
場
か
ら
考
え
る
」

頌
栄
短
期
大
学
准
教
授　

塚
本
　
潤
一
さ
ん

浄
土
宗　

龍
岸
寺
住
職　

池
口
　
龍
法
さ
ん

２
０
１
５
年
３
月
７
日（
土
）

関東活動センターからのお知らせ

　日本キリスト教会館耐震工事中（～ 2016
年 2月予定）は、事務所には立ち入れません。
事務所にご用の方は、お
電話、電子メールでご連
絡をお願いいたします。
　郵便は、通常の住所宛で
届きます。
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帰
っ
た
朝
鮮
人
の
鼻
や
耳
を
葬
っ

た
耳
（
鼻
）
塚
、
秀
吉
の
命
で
キ

リ
シ
タ
ン
５
２
名
が
火
刑
さ
れ
た

川
端
正
面
通
り
の「
元
和
殉
教
碑
」

な
ど
痛
ま
し
い
歴
史
の
後
を
解
説

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
廻
る
こ
と

が
で
き
た
。

な
ど
の
実
物
を
示
さ
れ
興
味
を
引

い
た
。

午
後
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
迫
害

の
跡
を
巡
る
バ
ス
に
よ
る
フ
ィ
ー

ル
ド
ツ
ア
ー
。
一
条
戻
橋
、
慶

長
天
主
堂
跡
を
始
め
、
堀
川
四

条
「
２
６
聖
人
発
祥
の
地
」（
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
信
者
に
よ
る
福

祉
活
動
が
弾
圧
に
遭
い
、
こ
こ
か

ら
長
崎
ま
で
連
行
さ
れ
処
刑
さ
れ

た
。）、
秀
吉
を
祀
る
豊
国
神
社
、

そ
の
前
に
あ
る
秀
吉
に
よ
る
朝
鮮

出
兵
で
の
「
戦
果
」
と
し
て
持
ち

脳
死
・
臓
器
移
植
に
お
い
て
レ

シ
ピ
エ
ン
ト
の
切
実
な
る
訴
え
、

ド
ナ
ー
か
ら
の
臓
器
摘
出
の
現
場

映
像
、
ラ
ザ
ロ
兆
候
の
映
像
な
ど

の
視
覚
を
使
っ
た
説
明
に
よ
っ

て
、
マ
ス
コ
ミ
操
作
の
た
め
わ
れ

わ
れ
は
移
植
で
助
か
る
人
に
し
か

眼
を
向
け
て
い
な
い
。
し
か
し
臓

器
移
植
は
、
そ
の
前
に
臓
器
を
摘

出
さ
れ
る
人
が
い
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
本
当
に
ド
ナ
ー

と
さ
れ
る
人
は
死
ん
で
い
る
と
言

え
る
の
か
。
小
松
氏
は
、
ラ
ザ
ロ

兆
候
や
長
期
脳
死
者
の
事
例
を
あ

げ
て
脳
死
者
の
生
を
論
じ
た
。

さ
ら
に
フ
ー
コ
ー
や
ア
ガ
ン
ベ

ン
と
い
っ
た
現
代
思
想
家
を
参
照

し
つ
つ
、生
権
力
に
議
論
が
進
み
、

権
力
側
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る

ホ
モ
・
サ
ケ
ル
（
殺
し
て
も
良
い

人
間
）
の
議
論
か
ら
、
現
代
の
脳

死
者
は
ま
さ
に
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
と

し
て
生
み
出
さ
れ
た
と
言
う
。
こ

れ
に
対
し
小
松
氏
は
人
間
の
生
に

お
い
て
健
常
者
と
脳
死
者
、
無
脳

症
児
な
ど
の
間
に
裂
け
目
を
い
れ

る
こ
と
に
反
対
し
、
い
ず
れ
も
人

間
の
生
と
し
て
認
め
る
よ
う
述
べ

る
た
。
ま
た
西
洋
の
「
人
間
の
尊

厳
」
概
念
が
、
理
性
や
何
ら
か
の

能
力
に
基
づ
い
て
理
解
さ
れ
て
き

た
歴
史
を
批
判
し
、
た
だ
生
き
て

い
る
だ
け
の
尊
厳
、
他
者
と
と
も

に
生
き
る
生
こ
そ
が
人
間
の
尊
厳

で
あ
る
と
論
じ
た
。

質
疑
も
活
発
に
行
わ
れ
、
延
命

に
意
味
が
あ
る
の
か
、
移
植
を
受

け
た
人
に
対
し
て
何
と
言
う
の

か
、
医
者
は
移
植
時
に
し
か
関
わ

ら
な
い
が
そ
の
後
の
人
生
は
ど
う

か
、
等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

 

●
２
０
１
５
年
度 

修
学
院
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
い
の
ち
」
第
１
回

 
「
な
ぜ
、
脳
死
・
臓
器
移
植
は
推
進
さ
れ
る
の
か

―
い
の
ち
・
倫
理
・
人
間
の
尊
厳
を
め
ぐ
っ
て
」

武
蔵
野
大
学
教
養
教
育
部
会
教
授　

小
松
　
美
彦
さ
ん

２
０
１
５
年
５
月
１
６
日（
土
）

晴
天
に
恵
ま
れ
た
新
録
の
中
、

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
お
茶
室
で

参
加
者
が
順
次
抹
茶
を
い
た
だ

い
た
。
雨
上
が
り
の
緑
が
池
に

映
り
森
青
蛙
（
モ
リ
ア
オ
ガ
エ

ル
）
の
卵
が
池
の
上
の
木
に
産
み

付
け
ら
れ
て
お
り
、
茶
心
を
和
ま

せ
て
く
れ
た
。「
お
茶
の
心
と
キ

リ
ス
ト
教
」
に
つ
い
て
午
前
中
、

杉
野
先
生
か
ら
講
義
を
受
け
た
。

１
５
４
９
年
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
と
共

に
西
洋
文
化
に
触
れ
、
日
本
人
に

と
っ
て
、
そ
の
生
活
、
宗
教
に
新

し
い
時
代
が
始
ま
っ
た
。
講
師
の

収
集
し
て
い
る「
踏
み
絵
」や「
魔

鏡
」
十
字
架
の
隠
さ
れ
た
「
茶
碗
」

 

●
２
０
１
５
年
度
「
お
茶
の
こ
こ
ろ
と
宗
教
の
こ
こ
ろ
」
第
１
回

 

「
初
夏
の
茶
室 

と
バ
ス
で
巡
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ツ

ア
ー
　
京
都
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡
を
訪
ね
て
」

日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
京
都
洛
西
教
会
協
力
牧
師　

杉 

野
　 

榮
さ
ん

２
０
１
５
年
６
月
６
日（
月
）

2015 年 5 月 1日～ 2015 年 5 月 31 日
� （順不同・敬称略 )

◆財団本部
賛助会費（終身会員） 
島田　　恒� 100,000 

寄付金
日本基督教団早稲田教会� 25,000

◆関東活動センター
賛助会費
千葉　拓司	 5,000
西浦　昭英	 2,000
高橋　　浩	 5,000
平野　　正	 5,000
市川　邦雄	 5,000
道正　洋三	 5,000
中井　博雅	 10,000
石山　聆子	 2,000
武藤　陽一	 5,000
斉藤　　宏	 5,000
横野　朝彦	 25,000

次ページに続きます。

賛助会費・寄付金報告（１）
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◆関東活動センター
■聖書講座 2015「新しい聖書の学び」
「「イエスの譬え話」に響く声」（全10回）
講　師：	山口里子さん（日本フェミ

ニスト神学・宣教センター
共同ディレクター）

日　時：	⑤ 9月 8日�⑥ 10 月 13日
⑦11月10日、火曜
18:30～20:00

会　場：	早稲田教会ロビー
参加費：	1,200 円／学生 500 円
テキスト：『イエスの譬え話 1』
共　催：	早稲田奉仕園
■関東フォーラム宗教対話Ⅰ
第３回「R. L. カーソン 『沈黙の春』
（新潮文庫」
日　時：	9月25日（金）18:30～20:30
講　師：	武田利邦さん（農村伝道神

学校講師）
会　場：	早稲田教会ロビー
参加費：	500円（4回連続1,500円）
■関東フォーラム「今日的課題」
「「自死」に遭遇した人への慰めとは 
−牧会の現場から 第２期」（全 5回）
講　師：	賀来周一さん（キリスト教

カウンセリングセンター相
談室長）

日　時：	③ 9 月 14 日④ 10 月 5 日
⑤ 11月 9日、月曜
14:00 ～ 16:00

会　場：	日本聖書神学校
参加費：	１回 2,000 円
定　員：	10 名（先着順、要申込み）
協　賛：	日本聖書神学校キリスト教

研究所
■関東フォーラム宗教対話Ⅱ

「『ことば』を届けるために　礼拝の
ためのボイストレーニング」（全5回）
講　師：	友野富美子さん（日本キリ

スト教団八王子栄光教会担
任教師、声優）

日　時：	9 月 28 日～ 10 月 26 日、
毎週月曜 15:00 ～ 17:00

会　場：	日本聖書神学校
参加費：	3,000 円（全 5回分）
定　員：	20 名
共　催：	日本聖書神学校キリスト教

研究所
◆関西セミナーハウス　修学院きらら山荘
■能を楽しむ夕べ�in 修学院きらら山荘
第 24回　能『清経』
日　時：	8 月 1日（土）14:00 ～
解説・出演：林宗一郎さん（観世流

能楽師）
会　場：	関西セミナーハウス
各定員：	50 名
能観賞料金：2,000円／学生 1,000円
※今回茶室での懇親会はありません。
■月釜　清心会
日　時：	9 月 13 日（日）

9:00 ～ 15:00 受付（1、8
月を除く年 10回）

於：関西セミナーハウス
年会費：	5,000円、臨時会費1,000円
◆関西セミナーハウス活動センター
■ 2015 年度 開発教育セミナー
第３回「子どもの貧困　～私たちの

社会に何がおこっているのか？」
講　師：�中塚　久美子さん ( 朝日新

聞生活文化部記者 )
浜田　進士さん（児童自立
援助ホーム「あらんの家」
副理事長兼ホーム長）

日　時：	9 月 12 日（土）16:00 ～
13 日（日）12:00

会　場：	関西セミナーハウス
会　費：	10,500 円（1泊 2食込）
■ 2015年度修学院フォーラム「いのち」
第 2回「赤ちゃんがほしい！	 不妊
治療の進歩は､ 本当に女性に恩恵を
与えているでしょうか～産科医の立
場から」
講　師：	川北かおりさん（西神戸医

療センター産婦人科医長 
周産期センター長代行）

日　時：	9 月 26 日（土）
13:30 ～ 17:30

会　場：	関西セミナーハウス
参加費：	一般 2,300円、学生1,000円
■「エキュメニカル・ネットワーク」
第 1 回協議会（共催プログラム）
日　時：	8 月 24 日（月）14:00 ～

25 日（火）16:00
会　場：	関西セミナーハウス
会　費：	15,000円、学生10,000円
（宿泊費・食費・懇親会費・資料代他 )
主　催：	エキュメニカル・ネット

ワーク〈Ｅ－ｎｅｔ〉

プログラム案内

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー
代表理事　小久保　正

本部事務局
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

TEL 075-711-2147
FAX 075-701-5256

関東活動センター
〒 169-0051　東京都新宿区西早稲田 2-3-18

日本キリスト教会館 6Ｆ
TEL 03-3207-6198

E-mail:info@academy-tokyo.com

関西セミナーハウス /
関西セミナーハウス活動センター
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

FAX 075-701-5256

関西セミナーハウス
TEL 075-711-2115

E-mail:info@kansai-seminarhouse.com

関西セミナーハウス活動センター
TEL 075-711-2117

E-mail:office@academy-kansai.org

財団本部	 http://www.academy-nippon.com
関東活動センター	http://www.academy-tokyo.com
関西セミナーハウス

http://www.kansai-seminarhouse.com/
関西セミナーハウス活動センター

http://www.academy-kansai.org

2015 年 5 月 1日～ 2015 年 5 月 31 日
（順不同・敬称略 )

◆関東活動センター
寄付金
匿　　名	 4,100
中井　博雅	 10,000
木岡　　毅	 4,000
中島　健二	 20,000

神学生交流プログラム募金
千葉　拓司	 5,000

◆関西セミナーハウス
寄付金
武藤　髙司	 12,000
森口　克洋	 20,000
中井　博雅	 30,000
小久保　正	 10,000

◆関西セミナーハウス活動センター
賛助会費
鳥井　清司	 5,000
森　　正幸	 10,000
榎本　璋子	 5,000
河本　有紀子	 10,000
内藤　弘子	 5,000
手銭　秀夫	 5,000
大森　正子	 3,000
宮田　満雄	 3,000
新井　正治	 3,000
田辺　信子	 5,000
岡山　孝太郎	 5,000
喜多村　やよい� 5,000

梅山　　猛	 10,000
春名　康範	 10,000
陶村　世佳子	 5,000
医療法人わたなべクリニック	 10,000
五十嵐　万里子	 5,000
菅　　恒敏	 5,000
新宗連大阪事務所 生田茂夫	 10,000
公益財団法人京都ＹＭＣＡ	 10,000
松田　光代	 5,000
大谷　光真	 5,000
根岸　宏邦	 10,000
島田　誠一	 5,000
竹中　百合子	 5,000
岡野　彩子	 5,000
早川　良彌	 5,000
植村　敏子	 5,000
關岡　一成	 5,000
山岡　義生	 5,000

寄付金
小久保　正	 100,000
日本基督教団長岡京教会� 10,000
新井　正治	 2,000
北野　宗香	 3,000
中井　博雅	 10,000
株式会社こころ� 10,000
藤倉　寿美子	 3,000
早川　良彌	 5,000
山岡　義生	 5,000

�以上、感謝をもってご報告申し上げます。

賛 助 会 費 ・ 寄 付 金 報 告 ( 2 )




